
 

 

 

 

 

前期後半スタート！ 
 夏休みも終わり、本日８月２９日
（金）より前期後半がスタートしま
した。暑い日がまだまだ続きます
が、夏休みの生活から少しずつ学校
生活にライフスタイルをスライド
させて、「早寝・早起き・朝ご飯」を
実践継続して欲しいと思います。 
「さあ、いかがだったですか？夏休み」私は、夏休み前に「命」を守ること、「お手伝
い」をすることをお願いしました。命を守る行動、そして各家庭でのお手伝い、いかが
だったでしょうか。今後も継続して自他の命を守り、家庭での役割を果たしていって欲
しいと思います。前期後半は、１ヶ月半ぐらいしかありません。その期間で前期のまと
めや後期に向けての目標を考えてみてはどうでしょう。ただ単に過ごすのではなく、今
日があることが当たり前ではなく、有り難いこととして大切に過ごし、「成長」に繋げ
て欲しいと思います。前期後半における三角小１３７名全員の「成長」を期待します。 
 校長の私は、ちょうど１年前、右肩の手術で入院していたので、治療に専念すること
が目標でした。右肩の手術だったので、利き腕の右手が使えません。食事も左手でしな
ければなりません。左手で箸を使うのはとても難しく、すくうのが精一杯だったことを
覚えています。しかし、よくしたもので、左手での食事をすればするほど要領を得て、
少しずつですが上手になっていったのです。習うより慣れろ、継続は力なり等の言葉が
ありますが、まさしくそう思いました。今年の夏は、術後一年の経過観察で右肩のレン
トゲン写真を撮りました。主治医から「順調です」とのお墨付きをいただき、右肩のス
トレッチをがんばりました。 
 今年の夏、海や川の事故で若い命が奪われ、先日はビル火災による前途ある消防士の
悲しい死亡事故がありました。今後も三角小学校の子どもたちには、心身共に健康であ
ることの大切さを訴え続け、自他の「命」を守る教育を継続します。前期後半も一緒に
楽しんでいきましょう！ 
 

マスコミの方に感謝 
右の記事は、８月２０日の熊日新

聞に掲載された記事です。宇城支局
の清島様が執筆してくださいまし
た。６年生の合唱の練習風景です
が、子どもたちの「三角を盛り上げ
たい」という気持ちに賛同くださ
り、文末には「記者も市全体が活性
化する道を探りたい。」と書いてく
ださってます。とてもありがたく嬉
しく思いました。人口減少が全国で
大きな課題となっている中、この様
に行動できる子どもたちを誇りに
思います。 
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学校教育目標「支え合い・学び合い、多様な達成感を体感し、ふるさとを愛する児童の育成」 

～当たり前のことをきちんとやる人材育成をとおして～ 
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